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淵問存在しますから,取扱鋭明朝 もインフォーム ド･コンセントも,そううまく機能 しま
せん.人工物は行鴇のtl任が,畔F.lf]とともに林泉Lやすいのです,いいのかとうかわかり
ませんが.冥贋にそうなることがあります.
ですから人工物を蚊介にした関係に力いては,エンジニアが相手をするのtj:CAr)だけ
であるにもかかわらず.多数の人がrTxq与することから,包雄な影響を考出しなければなら
ないという問題が生じよす.そこにはお医者さんや弁適士さんに強められる倫理性とは異
なる状況があるU)です.
こ(/)二とは,エンジニアの梓っべき倫理観を考える勘合の条件として明確に伝える必要
があ:)主す.単に rいい人になりなさい｣とかいうことを敢えてもしかた′封Llい〔/)です.
4つlの組細の間腰について.お話しL去-3-.
粗放ももちろん鹿要な蓉A:Lとして側わってきます.お医者さんや弁護士さんは一一人でも仕
車ができます.でi)エンジニアがらやんとした物作りをしようとすると,組軌 二輯してい
なければ斑しいIfITl■7があります
-ll--
企範において仕物作りに加えて,｢売.れる｣ことが必要になります.いかに,:I.f古かとい
-I),PLtF;克方法を告#)て,他人に常習を与えます.克ったのはいいけれど.使った人がその製
品でケガをするかもわからない.そういうことが物作りのプロセスに関わってきます.
そうすると.組紐の内部でいかにコミュニケーーションをTiかるかが大審になり吏す.他の
中門家や,P_ti,7-Eなどの他軸門との迎桝が必要になってき圭す.串門寮内部.たとえばピア ･
レビューLf)ようなところでの辿甥よりt),企-X内の人々mif塀のほうが並雷だといっても
いいでL.A:ラ.
虫tE_音さんや井漣士さんなど.独立 Lた職窯人に教えるのとはちょっと違ったことを,
エンジニアには教えなければいけないということです.
以 Lの4/コのポイントから.詰居のところ,エンジニアの純理観とは,われわれが子ど
もの頃に教えられた単純な倫腰観だけで.riすまないということが分かります.碇計の鵜島
かLlJ見ても.そこには価値即裡僻なFEl互作用,つまりいろんな制轟的て績んでいるからです.
どれか一つの佃-rLIl,例えて嘗 うと,安全性という朝値だけは慣れていて絶対に落ちない飛
行地という0)徳,越にil･:すぎて矧 まないということになります.物作りの世界ではそ うい
う価値の煙い方をLてらしかたがなくて.価値の相互作用をどのように考えるかが菰野な
〟)です,
あらためてL弓うと,人工物に蛸=介されるE過俸というのは他人が見えにくくなるため,他
人 への配慮が欠けやすくなるということです.
そこでわたL叫安濃では.雄故のビデオを見せながら話を進めています.ェンジ二アが
思いもよらないプロセスによって,製造物に間適が'生じて,-rL';故が軽きます,そうした慣
故の映憶を見ながら,人工物や組織間鴎をとうiLるのかという話をしています.
また,工学倫理というテ-マはおもしろいと草生に思わせなくてはなりません.直横的
な技韓を撃ぶ刑ではないからおもしろ(ないと思われがちですが,じつは現実間姫に大き
な影哲を1-Jp･えていることを理解させる必-要･があるのです.そのためにはビ7-Jォを見るとい
うのはよい方法-です.しかも何度か軽装でそういう語をしているうちに,寮で事故のニュ
ーースをiLていたら自分の間世とつなげて考えられるという,継続教育的な効果が期待でき
I,巨 3-.
実際nビデオだ業で.ri.多樺な番組やテーマを聴F]上げています,F=J分の分野 Lか聞心
7',;持てない卑門化した学生にも.同じような間道がどこでも,起きていることを知らせるUI)
鳥いいことだと思います.
そして藩後の出港では.｢L'j分clj好きな,71:故をJ:)肝せよ｣という賦留でレホ… トを礎出
- 11-
させています.-I.つの耶故を選択させて.そこで何が間凪でどうなったのかを軒かせてい
ます.
麦た,いろんな-ターンの市故を分析する授丑も行っていますが,学生がこれらをしっ
かり身につけると,もう少し郁故を自分の目で見られるようになると思います.
以上で終わります.
2-4.講演2 技術者oBが教える実践的工学倫理
-みじかく,やさしく,役に立つ
立命館大学理工学部客員教授
中村収三
概要
[3'_草倫理｣は.技術者個人の･こころ'の問題だ.実践をつんだ技術者が教えるにこし
たことはない. u捲師自身の体親にもとっくTjr例が,J.Ft･良の壁材になる,私の学生時代には,
日本でもアメリカでも工学倫理の控第などなかった.もしこU)ような授業を受けていたら,
より高い恵臓をもって判断したり行動したりできただろう碍面が.いくつも思い出される.
これ,は.技術者oFISだけが実感できることだろう.その尭感を大抑 こLながら,技術者(.I)
卵たちに接 Lてきた.その教育体験をもとに.1'.学倫理と取り組 もうとされている大学の
先生方にもお役に立つような話しをしたい.
｣二学生に ｢倫理｣を教えたり,倫確的思考方法の訓練をしたi')することは葺回していな
い.技術者に必酵な軍門職哲粍 臓 任感と障り)と.ほんの少Lの英蛙的由日出を身につけ
てもらうことを円指L.ている.それほど多くの時間は必要とLない.Lli･重な授兼時関目-i,-技
術が祉会や自然に及ぼす影野■と"それらを制御する方法●1など,尊門分野の各崩に使った方
がよい.ただし,技術間雌と倫理間.糟の堰き射j:明純にしておきたい.
あらゆる技術は,危険なものを安全に利用する智恵だといってよい.それゆえ,技術者
-】こi-
